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 ６ 教育環境の整備 

基本目標４ 一人ひとりの学びを支え、時代のニーズに応じた教育環境の整備 

一人ひとりの多様な個性や能力を最大限伸ばすため、安心・安全な環境づくりを確保するととも

に、老朽化している学校施設や社会教育施設等を計画的に改修していきます。また、市民の誰もが

芸術文化やスポーツに親しみ、豊かな生活が送れるように、活動を支援します。 

 

【平成３０年度当初予算の主な事業】 

(1) 学校教育環境の充実 

 ○ 学校施設の整備（小学校リニューアル事業）2億 1,792 万 8 千円（○29 1 億 2,542 万 1 千円） 

          （中学校リニューアル事業）3億 3,682 万 9 千円（○29 2 億 6,806 万 6 千円） 

学校施設の老朽化対策として、阿品台中学校特別教室棟及び管理特別教室棟の大規模改修工

事を行います。また、児童生徒の生活様式等の変化に対応するため、小・中学校のトイレの

洋式化を進めます。 

 

○ 普通教室の空調設備の整備（小学校空調設備整備事業）717 万 5 千円（○29 834 万 9 千円） 

             （中学校空調設備整備事業）  288 万円（○29 2,956 万 5 千円） 

児童生徒が授業に集中し、確かな学力を身につけられる環境に改善するため、全小・中学

校の普通教室の空調設備整備に向けて、発注支援業務を行います。 

 

 ○ 学校給食施設の再編整備（学校給食設備整備事業）          8 億 805 万 9 千円 

              （大野学校給食センター管理運営事業）    1 億 28 万 5 千円 

   安全で安心な学校給食を提供するため、大野学校給食センターの整備を行い、平成３０年度

の２学期から運営を開始します。 

 

(2) 世界にはばたく人材の育成 

 ○ スポーツ推進計画の策定（スポーツ推進事業）             321 万 9 千円 

   生涯にわたって、誰もがスポーツに親しみ、健康で、明るく豊かな生活を送ることが出来る

生涯スポーツ社会の実現をめざすため、廿日市市スポーツ推進計画（第２期廿日市市スポーツ

振興計画）を策定します。 

 

 ○ トップアスリートとの交流（スポーツ振興事業）     100 万円（○29 100 万円） 

   子どもたちとアスリートとの交流により、心と体のバランスの大切さを学び、スポーツの楽

しさを知るとともに、元気なはつかいちっ子を育てます。また、障がい者スポーツを身近に体

験することで、共生の大切さを伝えます。 
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 ○ スポーツ活動への支援（スポーツ振興事業）     1,200 万円（○29 1,100 万円） 

   スポーツ活動による市民の健康づくりを進めるため、各種スポーツ団体を支援することによ

り、市民のスポーツ活動の推進を図ります。 

   今年度は、各種団体からの提案による廿日市市市制施行３０周年を記念とするスポーツ事業

を支援します。 

 

 ○ ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックへの機運醸成（ホストタウン推進事業） 

      3,000 万円（○29 40 万 7 千円） 

   2020年東京オリンピック・パラリンピックのホストタウンとして、メキシコ競技団体（柔

道、空手、バスケットボール）の事前合宿を受け入れることにより、市民とアスリートとの文

化・スポーツ交流などをとおして「東京２０２０」の機運醸成を図るとともに、地域の活性化

や将来を担う次世代の子どもたちが夢と希望をもって世界へはばたく契機となるよう事業を

推進します。 


